
  

次に②ですが、障害福祉サービスを受けている障害者は、原則 65歳になると

介護保険サービスに移行することになっていますが、ここに様々な問題がありま

す。介護保険サービスを利用することで、利用できるサービスの時間が減ったり、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母と学ぶ会だより 
ＮＯ．3４研修報告号～Ｈ２９年１１月発行 

施設内研修報告 

 
担当 平井 水永 

平成２９年 10月 23 日（月） 

今回の施設内研修は、①介護予防、②高齢期を迎える障害者への支援の在り方と

いうテーマで行われました。 

まず①についてですが、平成２７年現在の高齢化率は約２６．７％です。平成３

７年には３０％を超えると推計され、今後増々高齢化は進んでいきます。そのため

の高齢化になっても健康を維持するために「介護予防サービス」が制度として位置

づけられています。このサービスは、要介護状態になることを遅らせたり、状態が

悪化しないように努めることを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

障害特性の知識が少ない介護職にサービスを

受けるといった問題があります。また、平均

寿命が延びていますが、これは障害者につい

てもいえることで、親亡き後の生活場所につ

いても制度が整っているとは言えません。 

今後平均寿命が延びてくる中で、障害者の

寿命も延びていきます。障害の有無に関係な

く、誰もが住み慣れた地域で過ごせる制度や

環境を整備していくことが大切だと感じまし

た。          （文責 平井 勝） 
 

 

介護予防・障害者支援の在り方について 
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  障害者スポーツ講座 
講師 大塚 康夫 氏  

研修報告 

音楽療法講座 
講師 野田 奈津代 氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者スポーツのフライングディスクには、飛距離を競うディスタンスと正確性

を競うアキュラシーの 2種類があります。 

今回は、そのような本格的なスポーツではなく、どのような障害をもっていても

また、どんなに重い障害をもっていても、工夫次第で誰でも楽しめるスポーツの重

要性と実践を学んできました。 

「障害のない人はスポーツをした方が良いが、障害のある人はスポーツをしなけれ

ばならない」ハイツ・フライの言葉があります。体は動かす事により、発汗作用を

促し、身体機能を高め生活習慣病予防につながります。ラジオ体操やただ歩くだけ

でも十分です。毎日行う事が重要だと思います。 

第３回の講座は、第３１回オレンジマラソン大会です。一番長い距離の１５００

ｍなど４種目に８０名の参加がありました。足の速い、遅い関係なく、皆懸命に走

っている姿に感動しました。機会があれば参加してみてはいかがでしょうか。 

                             

（文責 池田 浩） 

 

平成２９年１０月２８日（土） 

手洗い方法の参考例 

音楽療法とは『音楽の持つ生理的・心理的・社会的働きを心身の障害の回復機能の

維持改善、生活の質の向上、行動の変容に向けて音楽を意図的・計画的に活用して行

われる活療技法である』 日本音楽療法学会 

 

 虐待により心を閉ざしてしまった Aさん 

母親から音楽が好きだった話を聞いた施設の職員は、音楽活動に誘ってみました。 

最初はその場にいる事が精一杯でしたが、半年経つと体を揺らし次は手拍子、一年    

後には歌う事が出来るようになりました。これは３５年前の実話です。Aさんは「音  

楽療法」によって閉ざされた心を少しずつ開いていきました。音楽の力は凄いです 

ね。皆さんにも元気になる曲や癒される曲などありませんか？しかし悲しい時に元 

気になる曲を聴くと孤立を感じ逆効果になるそうです。『同質の原理』といって、

悲しい時に悲しい曲を聴く方が回復が早く、歌詞の内容に自分と同じ気持ちがある

と共感し、より効果があるそうです。 

 ゆいまあるでは、音楽活動・トランポビクス・リトミックなど、色んな形で音楽

と触れ合う時間があります。今回の講座で学んだことを生かし、皆さんが楽しく笑

顔で参加出来るような活動を増やしていきたいです。 

 

（文責 鈴木 美由起） 

 

 

 

平成２９年８月３０日（水） 


